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として早期発見のための各種の診断基準が考案されてい

る。さらに、NIDDMにおける治療法である経口糖尿病薬

治療の改善効果を上げるためには、運動療法、食事療法

などの併用療法が主流となっている。このように、残念

ながら、この種の疾患に対して「完全な治療法」は存在

しないと言っても過言ではない。

　このように、糖尿病の治療に関しては古くから多くの

「知恵」が研究を生み出し、その一つとして「バナジウ

ム」が糖尿病に対する治療効果を有するとした1985年の

Heyligerらの報告には大きな関心が寄せられた。すなわ

ち、彼らは0．8mg／mlのsodiummetavanadateを経口的

にstreptozotocin（STZ）誘発糖尿病ラットに摂取させた

ところ血糖値の低下と明らかな心機能改善効果を認めた

［1］。その後、日本でも桜井らが精力的にバナジウムの治

療効果として、STZラットを用いて4価のバナジウム

錯体を用い血糖低下効果を確認した。この機序として、

グルコースの取り込み促進、インスリン成長因子IIおよ

びインスリン受容体、さらに、チロシンキナーゼの活性

化を示唆し［2］、多くの検討を試みている。さらに、

Ramanadhamらは、インスリンとバナジウムの併用によ

り、STZラットのインリスリン効果を高めることを示し

た［3］。その他、STZラットを用いたバナジウムの血糖降

下作用を示唆する報告は数多くなされている［牛8］。同様

に、II型糖尿病モデル動物であるKKAyマウスに対して

も、Dingらによるアンモニアバナデイト100mg／Lの濃度

にて血糖降下作用、HbAlc降下作用を認めたとの報告が

あり［9］、バナジウムは1型のみでなくII型糖尿病にも有

効であることが示唆された。これらの効果は、ヒトにお

いても検証され報告されている［10－12］。

　一方、バナジウムを大量投与すると妊娠マウスでの体

重減少や胎児の奇形などの報告や［13］、ラットやマウス

の経口投与での免疫毒性などの報告［14］、さらには、ヒ

トにおいても胃腸症状などの有害事象が発現している。

そのため、バナジウム単体を血糖降下薬として使用する

ことについては慎重な意見も出されている［15，16］。

「従来の発表を基盤としたバナジウム含有富士山伏流水

の血糖降下作用」

　一種の「民間療法」の一つと言っては過言であるかも

しれないが、富士山の伏流水を起源とするバナジウムを

含有する天然水が「万病に効く」と一時マスコミを賑あ

わせたことがある。その「効果の一つ」に「血糖降下作

用」を有することも加えられたこともあり、その効果の

実証が試みられている。従来までの研究で得られた成績

を動物試験とヒト試験に区別して概略する。

1）動物試験

　一般的にバナジウム含有天然水は1000ml中に60 120

μgのバナジウムを含有している［17］。この量は、これま

でに動物やヒトでの研究に使用されてきた投与量と比較

すると1／1000程度の濃度である。そのため、血糖降下作

用に関しては疑問視する研究者は多く、実際、長谷川ら

は、天然水含有のバナジウム濃度に調整したバナジウム

溶液をKKAyマウスに3世代に亘っての投与を実施した

が、有意な血糖降下は得られないとしている［18］。

　一方、バナジウム含有天然水の効果を支持する成績も

ある。例えば、KKAyマウスに5倍濃縮したバナジウム含

有天然水を投与することで中性脂肪が減少［19］、やはり

5倍濃縮のバナジウム含有天然水をKKAyマウスに投与

したところ肥満の抑制効果が認められる［20］等である。

このように、バナジウム含有天然水を飲用、あるいは、

動物に適用する用量は今まで報告されている投与量と比

較して、はるかに少ない量で生理効果を発現する可能性

が示唆された。さらに筆者らは、II型糖尿病モデル動物

であるGKラットに対しバナジウム含有天然水を強制投

与したところ、統計的解析による有意な血糖降下作用の

あることを示すとともに、インスリン受容体が改善する

など作用機序の一端も明らかにしている［21，22］。この

ように、バナジウム含有天然水の血糖降下作用に関して

は動物種や経口投与法によって得られる成績に相違が認

められる。

2）ヒト試験

　バナジウム含有富士山の天然水は、味覚的に一般の天

然水と変わらないとの意見もあれば、飲み比べれば判る

との意見もある。このような味覚の違いは二重盲検法で

の臨床試験を実施する際に対照物質としてのバナジウム

を含有しない天然水の選択肢に重要な要素と成る。

　例えば、筆者らが最初に実施した臨床試験において「バ

ナジウム含有富士山伏流水」を日常的に味わっていらっ

しゃる方が多い地域でボランティアを募集して行った。

重症あるいは治療中の1型糖尿病や腎ならびに心機能不

全の患者は除外した。最終的には無作為で群分けをした

が、恐らく多くの参加者が「霊験溢れる富士山の水」の

効能をある程度ご存知であったと思われる。これらの

方々に一般の天然水（山梨近郊で採取されたバナジウム

を含有しない市販の天然水でバナジウムを除くミネラル

成分は類似している）と富士山の伏流水を一日540ml

（180m1×3回）、4ヶ月間（8月一12月）飲用していた

だいた。飲用期間中は日常の生活に関しては特に指示を

せず、運動療法や食事制限を実施されている方には引き

続き行ってもらい必ず摂取量は守ってもらうことをお願

いして開始した。検査は一一般血液検査を中心として行い

2週間毎に医院に来院していただき、その折に飲用量を

チェックし、その都度、それぞれの飲料水を手渡した。

結果として、飲用3ヵ月後には明らかに伏流水飲用群で

血糖値の低下、HbAlcの低下が確認され、同時に行って

いたアンケート調査においても「身体の調子がすこぶる

良くなった」との記載が見受けられるようになった。一

方、一般の天然水飲用群は、当初、血糖値の下降傾向は









16　Biomed　Res　Trace　Elements　17（1）＝11－16，2006

を示唆する成績（Fig．3）や筋および脂肪組織での糖輸送

系（Glut4）の改善効果（Fig．4）が得られている。

　　　　　　　　　結語
　このように、バナジウム含有天然水は、先述したが動

物試験の結果において種差や経口投与法の相違から行動

科学的な検索で血糖値の変動に及ぽす影響は統一的な見

解が得られていない。しかし、これらにおいても、分子

機能学的研究や病理組織学的研究で詳細に検索を行う

と、少なくともバナジウム含有天然水の3ヶ月間連続飲

用によって、II型糖尿病モデル動物でのインシュリン受

容体や糖輸送系の活性改善作用ならびに膵でのインシュ

リン産生の改善効果が認められている。さらに、ヒトに

おいても連続飲用によって異常な食後血糖の上昇抑制や

糖尿病患者のQOLが向上している。このような成績か

ら、バナジウム含有天然水は決して強力な血糖降下作用

を有さないが連用によって「補助的」効果を期待できる。

しかも、五酸化バナジウム単独を溶解した水と比較した

各種成績から、天然水に含有されるバナジウムと他のミ

ネラルとの「カクテル」がこの「補助的効果」を発現さ

せることが推察される。付記するに、本試験では、バナ

ジウム含有天然水の安全性を再確認するため、動物試験

において試験終了後に主要臓器でのバナジウム集積値を

測定したが実際に投与されたバナジウム量と比較して

0．1パーセント以内の残留値しか得られなかった成績か

ら、バナジウムの「蓄積作用」は非常に低いものと思わ

れる（Fig．5）。
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